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　加齢性難聴は高齢者の多くが直面する問題です。聴こえにくいことを、年のせいだからと、放っ
ておいてはいけません。加齢性難聴で考えられる影響として、外出先で周りの音が聴こえないため
に事故などに遭いやすかったり、災害を知らせる警報に気がつかなかったりするなどの危険性があ
ります。
　加齢性難聴の日本の状況は、一般的に５０歳頃から始まり、６５歳を超えると急に増加するとい
われています。その頻度は、６０歳代前半では５～１０人に１人、６０歳代後半では３人に１人、
７５歳以上になると７割以上との報告もあります。（出典：内田郁恵ら　日老医誌２０１２：４９：
２２２－２２７）
　難聴は直接的に高齢者の身体に影響を与えるものではあ
りませんが、コミュニケーション障害の原因となり、社会
的孤立やうつを引き起こす要因となり得ることや、認知症
発症のリスク要因としても注目されるようになっています。

（出典：Livingston, G, et al. Lancet. ２０２０）。一方で
「日本補聴器工業会」が２０２２年実施した調査によると、
耳が聴こえにくいことを自覚していても６０％余りの人は
医療機関を受診していないことが分かりました。

●●●人生100年時代　からだのセルフチェックしていますか？●●●

高齢者の聴こえからはじまる健康づくり
（加齢性難聴の対処法）

60歳代前半

60歳代後半

70歳以上

５～10人に１人

３人に１人

７割以上

只見町高齢者の聴こえの調査について

聴こえにくさにより日常生活の中で不便さを感じている方の実態を把握するため

総合健診を受診した75歳以上の高齢者の方
先行研究により7割以上の方が加齢性難聴であると報告されていることから、日常生
活上、自立した行動ができる方を対象に調査をすることで日常生活上の困り感を把握
できるため本調査の対象者を75歳以上の健診受診者としました。

調査日　　　　令和6年6月12日～22日
　　　　　　　総合健診実施日
有効回答者数　304人（回答率99.02％）
平均年齢　　　80.05歳

目的

対象

加齢性難聴の頻度

高齢者の聴こえからはじまる健康づくり
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8人
補聴器を使用していますか

■いつも使っている
■時々使っている
■使っていない
■今後使う予定

16人16人

255人

回答者数 304人

聴こえが悪い方の不便さ

■まったく不便に感じない
■あまり不便に感じない
■不便に感じる時がある
■とても不便に感じる

10人

51人
78人

15人

回答者数 155人

耳はよく聴こえていますか

■よく聴こえる
■時々聴こえが悪い感じがある
■聴こえが悪いので話がうまく
　できない
■ほとんど聴こえない

１４８人
１０５人

４６人

4人

回答者数 304人

聴こえに不便を感じている方の
補聴器の使用状況

■いつも使っている
■時々使っている
■使っていない
■今後使う予定

14人

12人

65人

5人

回答者数 96人

聴こえが悪い方の補聴器の使用

■いつも使っている
■時々使っている
■使っていない
■今後使う予定

15人
15人

118人

6人

回答者数 155人

聴こえに不便を感じている人の
医療機関受診状況

■受診した
■今後受診する
■受診していない
■受診するつもりはない

38人
47人

3人

8人
回答者数 96人

耳の聴こえについて不便さを感じますか

■まったく不便に感じない
■あまり不便に感じない
■不便に感じる時がある
■とても不便に感じる

１２８人

７４人

８１人

１５人

回答者数 304人

　耳の聴こえについて、ほとんど聴こえないと回答した人は４人、聴こえが悪いので
話がうまくできないと回答した人は４６人、時々聴こえが悪いと回答した人は１０５
人でした。（図１）
　聴こえの不便さについて、とても不便に感じていると回答した人は１５人、不便に

感じる時があると回答した人は８１人でした。（図２）
　聴こえが悪いと感じている人１５５人の内、とても不便に感じていると回答した人は１５人、不
便に感じる時があると回答した人は７８人でした。（図３）
　補聴器の使用状況は、全体の内、使っていない人は２５５人、いつも使っている人は１６人、時々
使っている人は１６人でした。（図４）聴こえが悪い方のうち、補聴器をいつも使っている人は１５
人でした。（図５）聴こえに不便を感じている人９６人の内、補聴器を使っていない人は６５人（図
６）、聴こえに不便を感じている人の９６人の内、医療機関を受診した人は３８人でしたが、受診
していない人は４７人でした。（図７）

結果

図2

図5

図7

図6

図3 図4

図1
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〈加齢性難聴を進行させないために〉
　いわゆる生活習慣病と呼ばれる糖尿病、動脈硬化、高血圧、脂質異常症は、加齢性難聴を悪化さ
せる原因になることがわかっています。生活習慣病になると内耳や脳の血流も悪くなり、聴こえの
機能に悪影響が及ぶとされています。
　また、騒音は音響外傷を起こしやすくします。特に、イ
ヤホンやヘッドホンなどで一定以上の大きな音を長時間聴
いていると難聴になりやすく、年齢とともに加齢性難聴よ
り悪化すると言われています。この点にも注意が必要です。
難聴が進行して生活上の支障が生じるようになれば、補聴
器装用を行うことも検討する必要があります。
� （参考　NHK　今日の健康）

〈聴こえの程度のセルフチェック〉
「はい」「ときどき」「いいえ」の当てはまる項目にチェックしてください。
「はい」は４点、「ときどき」は２点、「いいえ」は０点で合計点を出します。

　合計点　　9点以下……問題なし
　合計点　10点以上……軽度または中等度の難聴の可能性
　合計点　24点以上……高度または重度の難聴の可能性

　合計点が24点以上の場合は、難聴の可能性がありますので、早めに耳鼻咽喉科を受診してくだ
さい。

はい ときどき いいえ

初対面の人と会うとき聴こえないことで気まずい思いをする
家族との会話で聴こえないことでストレスを感じる
小声で話しかけられると聴き取りにくい
聴こえないことで不利益があると感じる
友人や近所の人と会話する時聴き取れなくて困る
よく聴こえないため、会合への出席をためらう
聴こえのことで家族と口論になる
ラジオやテレビの音が聴き取りにくい
聴こえないことでやりたいことが十分にできないと感じる
レストランなどで話し声が聴き取れない

　今回の調査結果から、程度の違いはあるものの、１５５人の人が聴こえの悪さを感じている状況
でした。（図１）また、聴こえが悪いと感じ、不便さを感じている人は９３人（図３）でしたが、聴こ
えに不便を感じながらも補聴器をいつも使っていない人は６５人（図６）、聴こえに不便を感じなが
らも医療機関を受診していない人は４７人（図７）であることから、聴こえの悪さの何が原因なのか
を、まずは耳鼻科等の医療機関を受診し医師の診察を受けることが大切だと考えられます。

早期発見、早期治療のために定期的に耳鼻咽喉科受診を!

糖尿病
高血圧

脂質異常症

動脈硬化
騒音

加齢性難聴悪化の要因
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作り方
❶サバに塩、こしょうをふる。
❷Aを混ぜ合わせておく。
❸❶のサバの水分をふきとり、マヨネーズを塗り、❷をまんべんなくまぶす。
❹フライパンに油を入れ熱し、❸を入れ蓋をし、中火で両面こんがり焼く。
　皿に手でちぎったレタスを敷き、❹を盛りつける。

作り方
❶きゅうりは千切りにする。
　切り干し大根は水に２０分位つけて戻し軽く絞る。
　さきいかは２㎝程度に切る。人参は千切りにして茹でておく。
❷Aの調味料を混ぜ合わせ、❶を加え和える。

サバに含まれているビタ

ミンB1やＢ１２は視神

経の働きを高めてくれる

働きもあります。

材料（２人分）
サバ切り身（無塩）……�120g（60g×2切れ）
塩………………………� 0.5g
こしょう………………� 少々
　　マヨネーズ………� 6g

A　パン粉……………� 10g　　カレー粉…………� 1g
　　粉チーズ…………� 3g
サラダ油…………� 大さじ1
レタス…………………� 40g

材料
きゅうり………………� 90g
さきいか………………� 10g
切干大根………………� 10g
にんじん………………� 7g
　　マヨネーズ………� 8g

A　酢…………………� 7g
　　砂糖………………� 1.5g
　　こしょう…………� 4g

噛み応えのある食事は、脳に刺激を

与えて血流をよくするといわれてい

ます。また、よく噛むことで目の周

りの筋肉が刺激され、血行がよくな

ることで、視力低下の予防にもつな

がると考えられています。

食事から健康づくりを!

主菜 サバのカレーパン粉焼き

副菜 きゅうりとさきいかの和え物

食事から健康づくりを!
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自
主
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源
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し
、
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付

税
、
国
・
県
支
出
金
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町
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等
、
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や
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ら
の
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付
や
割
り
当
て
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る
依
存
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源
は
、
46
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，

４
９
２
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６
千
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で
し
た
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の
依
存
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源
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中
で
最
も
多

く
を
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が
地
方
交
付
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で
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し
、
32
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歳
入
全
体
の
54
・
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％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

国
及
び
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
国

庫
・
県
支
出
金
は
５
億
８
，１
３
４

万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
９
，

５
９
６
万
８
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
対
す
る
国
庫
支
出

金
な
ど
が
減
額
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

町
債
は
、
事
業
を
行
う
た
め
に

借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
、
６

億
３
，１
５
０
万
円
借
り
入
れ
ま

し
た
。
主
に
過
疎
対
策
事
業
債
や

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
、
公
共

事
業
等
債
を
利
用
し
ま
し
た
。

歳
　
入

決
算
報
告

令和５年度

　
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
が
、

こ
の
一
年
間
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
普
通
会
計
を

中
心
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
只
見
町
財
政
状

況
等
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
で
す
。

町財政状況の公表

歳 入
5,974,056

千円

町税
855,670千円
（14.3%）

地方交付税
3,240,923千円
（54.2%）

県支出金
241,457千円
（4.0%）

国庫支出金
339,883千円
（5.7%）

交通安全対策
特別交付金
0千円（0.0%）

町債
631,500千円
（10.6%）

使用料及び手数料
� 37,098千円（0.6%）
財産収入
� 19,165千円（0.3%）
寄附金
� 42,404千円（0.7%）
繰入金
� 162,182千円（2.7%）
繰越金
� 105,021千円（1.8%）
諸収入
� 95,668千円（1.6%）
地方譲与税
� 72,353千円（1.2%）
利子割交付金
� 112千円（0.0%）
配当割交付金
� 1,526千円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金
� 1,664千円（0.0%）
地方消費税交付金
� 106,640千円（1.8%）
自動車取得税交付金
� 737千円（0.0%）
環境性能割交付金
� 5,417千円（0.1%）
法人事業税交付金
� 11,463千円（0.2%）
地方特例交付金
� 1,251千円（0.0%）

分担金及び負担金
� 1,922千円（0.0%）

自主財源
22.1%

依存財源
77.9%

■町税の決算状況� （単位：千円）

種　類 R5年度決算額 R4年度決算額 伸び率
町 民 税 165,003 185,564 -11.1%
固定資産税 650,388 652,274 -0.3%
軽自動車税 15,142 15,486 -2.2%
町たばこ税 21,880 21,909 -0.1%
入 湯 税 3,257 2,882 13.0%

合　計 855,670 878,115 -2.6%
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で
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体
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費

は
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億
９
，０
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で
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、
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に
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各
種
団
体
に
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す
る
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金
や

負
担
金
な
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の
補
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等
は
９
億

１
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２
８
万
７
千
円
で
歳
出
全

体
の
15
・
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を
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、
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ま
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歳
　
出

町民一人あたりにすると…
� （令和6年3月31日現在の人口3,754人）

■普通会計支出額��� 1,562,276円
（使われたお金）

■町税負担額� ����� 227,936円
（納めていただいたお金）

■貯　金�������� 1,972,258円
（基金に積み立てているお金）

町財政状況の公表

歳 出
5,864,785

千円

扶助費
220,230千円
（3.8%）

災害復旧事業費
666千円（0.0%）

人件費
990,806千円
（16.9%）

公債費
704,322千円
（12.0%）

普通建設事業費
675,703千円
（11.5%）補助費等

915,287千円
（15.6%）

繰出金
568,493千円
（9.7%）

物件費
1,042,731千円
（17.8%）

積立金
340,053千円
（5.8%）

維持補修費
343,946千円
（5.9%）

投資及び出資・貸付金
62,548千円（1.1%）

義務的
経費
32.7%

投資的経費
11.5%

その他
経費
55.8%

用語の解説（歳入）
■町税
　町民の皆さんから納めていただ
く町民税や会社の法人町民税、固
定資産税などです。
■使用料・手数料
　町の施設の使用料や住民票など
の交付の際の手数料です。
■財産収入
　各種基金利子や町の財産を売払
ったお金です。
■繰入金
　各種基金や他の会計から一般会
計へ繰り入れたお金です。
■諸収入
　他の収入科目に含まれない収入
です。預金利子などがあります。
■その他
　繰入金や負担金・分担金などです。
■地方交付税
　国で集めた税金（所得税、法人
税、酒税、消費税）の一定割合、地
方法人税の全額を町の財政需要に
応じて一定の基準のもとに国から
交付されるお金です。どの地域に
住む住民にも、一定の行政サービス
を提供できるようにする財源です。
■国庫・県支出金
　事業を行うために、国や県から
交付されたお金です。
■町債
　事業を行うために借入れたお金
です。

用語の解説（歳出）
■義務的経費
　支出が義務付けられた経費です。
人件費・扶助費・公債費などがこ
れにあたります。
■投資的経費
　資産を将来に残すためのお金で
す。施設の建設や備品などの購入
費がこれにあたります。
■人件費
　町職員の給与や議員報酬などです。
■公債費
　事業を行うために借入れたお金
の償還金です。
■扶助費
　児童手当、障害者等への援助費
など、法令に基づいて被扶助者に
支給されるお金です。
■普通建設事業費
　道路や学校などの新増設のため
に使われたお金です。
■物件費
　旅費、電気料、郵便料、備品購
入費などの消費的経費です。
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■
総
務
費

地
域
振
興
基
金
積
立
金

�

１
億
１
，０
０
０
万
円

観
光
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金

�

１
億
円

減
債
基
金
積
立
金

�

７
，５
０
０
万
円

「
自
然
首
都
・
只
見
」
応
援
基
金
積
立
金

�

２
，５
６
４
万
円

■
民
生
費

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

�

１
億
１
，４
６
４
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

�

１
億
１
５
９
万
円

障
が
い
者
福
祉
費（
扶
助
費
）

�

８
，０
５
１
万
円

介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
繰
出
金

�

４
，３
５
２
万
円

■
衛
生
費

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
負
担
金

�

１
億
４
，５
６
８
万
円

国
民
健
康
保
険
施
設
特
別
会
計
繰
出
金

�

５
，３
０
９
万
円

簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

�

４
，２
３
１
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

対
策
事
業�

２
，０
３
９
万
円

■
農
林
水
産
業
費

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

�

１
億
３
，７
６
５
万
円

圃
場
整
備
事
業

�

５
，１
０
０
万
円

交
流
施
設
指
定
管
理
料

�

４
，７
５
０
万
円

薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

�

３
，２
７
４
万
円

普
通
会
計
の
　
　
　

主
な
事
業（
目
的
別
）

■借入金残高の推移
100

80

60

40

20

0
Ｒ
５
年
度

Ｒ
４
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
元
年
度

Ｈ
30
年
度

Ｈ
29
年
度

Ｈ
28
年
度

Ｈ
27
年
度

Ｈ
26
年
度

84
億
３
２
８
０
万
円

85
億
０
９
５
４
万
円

87
億
２
９
０
９
万
円

87
億
７
３
６
２
万
円

84
億
５
３
８
０
万
円

76
億
７
１
９
３
万
円

73
億
３
７
７
７
万
円

75
億
２
０
７
０
万
円

72
億
２
８
６
８
万
円

68
億
２
８
７
８
万
円

（億円）

■特別会計の決算の状況� （単位：千円）

会 計 区 分 歳入 歳出 差引
国民健康保険事業
特 別 会 計 446,203 444,762 1,441

国民健康保険施設
特 別 会 計 360,940 360,042 898

後期高齢者医療
特 別 会 計 155,120 154,942 178

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計 798,655 793,166 5,489

介護老人保健施設
特 別 会 計 278,054 278,018 36

地域包括支援センター
特 別 会 計 7,288 7,288 0

簡易水道特別会計 277,615 244,608 33,007

集 落 排 水 事 業
特 別 会 計 407,303 330,087 77,216

朝 日 財 産 区
特 別 会 計 16,336 508 15,828

合　　　計 2,747,514 2,613,421 134,093

■基金（貯金）� （単位：千円）

種　　　別 残　高
財政調整基金 1,057,732 
減債基金 827,089 
教育施設整備基金等
他の特定目的基金 4,913,247 

土地開発基金（土地保有を除く） 121,179 
奨学基金等他の定額運用基金 168,336 
国民健康保険診療所運営基金等
他の特別会計に属する基金 316,272 

合　　　計 7,403,855 

■借入金の残高� （単位：千円）

会 計 名 称 残　高
一般会計 6,258,267
国民健康保険施設特別会計 93,334
介護老人保健施設特別会計 100,638
簡易水道特別会計 890,674
集落排水事業特別会計 1,089,890

合　　　計 8,432,803

■財産の状況�（一般会計と特別会計に属するもの）

種　　　別 規模・残高
土 地 4,106万1,318㎡
建 物 82,004㎡
有 価 証 券 1億5677万5千円
出資による権利 3,471万2千円
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町財政状況の公表

　

現
在
の
財
政
健
全
化
法
で
は
、

「
早
期
健
全
化
」
と
「
財
政
再
建
」

の
２
段
階
で
財
政
悪
化
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
と
も
に
、
特
別
会
計
や

企
業
会
計
も
併
せ
た
連
結
決
算
に

よ
り
地
方
公
共
団
体
全
体
の
財
政

状
況
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。

・
只
見
町
は
４
・
０
％
で
、
昨
年

度
比
０
・
８
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
の
25
・
０
％

と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

・
一
般
会
計
等
の
借
入
金
や
将
来

支
払
う
可
能
性
の
あ
る
負
担
等

の
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化

し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可

能
性
の
度
合
い
を
示
す
も
の
で

す
。

・
昨
年
に
引
き
続
き
将
来
負
担
比

率
は
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

財
政
健
全
化
法
に
つ
い
て

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

■
商
工
費

町
内
利
用
商
品
券
発
行
事
業

�

６
，５
４
４
万
円

雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
補
助
金

�

２
，６
３
９
万
円

地
域
公
共
交
通
運
行
事
業

�

２
，２
６
９
万
円

只
見
ス
キ
ー
場
指
定
管
理
料

�

１
，９
５
０
万
円

■
土
木
費

町
道
除
雪
委
託
事
業

�

２
億
２
，７
５
４
万
円

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

�

１
億
４
，２
０
０
万
円

除
雪
機
械
購
入
事
業

�

１
億
１
，６
８
２
万
円

道
路
補
修
事
業

�

４
，８
２
２
万
円

■
消
防
費

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
費
負
担
金

�

３
億
１
，５
０
６
万
円

防
災
行
政
無
線
保
守
点
検
委
託
料

�

４
５
７
万
円

小
型
動
力
ポ
ン
プ
購
入
事
業

�

１
５
１
万
円

■
教
育
費

宮
前
遺
跡
発
掘
調
査
業
務
委
託
料

�

４
，６
２
０
万
円

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
委
託
料

�

２
，６
９
２
万
円

小
学
校
施
設
設
備
修
繕
事
業

�

１
，７
９
０
万
円

中
学
校
施
設
設
備
修
繕
事
業

�

１
，３
３
７
万
円

■
災
害
復
旧
費

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

�

66
万
円

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化

指
標
に
つ
い
て

①
実
質
赤
字
比
率

・
普
通
会
計
の
実
質
赤
字
が
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
赤
字
が
生

じ
て
い
な
い
た
め
、
比
率
は
算

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

・
全
会
計
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
赤
字
が
生

じ
て
い
な
い
た
め
、
比
率
は
算

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

・
借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額

及
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き

さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の

程
度
を
示
す
も
の
で
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

・
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公

営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料

金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指

標
化
し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の

度
合
い
を
示
す
も
の
で
す
。

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
資
金
不
足

が
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
該
当

あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

（
財
政
健
全
化
法
）
に
よ
り
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
財
政
健
全
化
に
か
か
る
各
指
標
の
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

只
見
町
の
各
指
標
の
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
度
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た

【
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
の
公
表
】※資金不足額が生じていない場合は「－」と表示されます。

※該当額または該当比率が算定されない場合は「－」と表示されます。
早期健全化基準…基準を超えると財政健全化計画の策定が義務付けられ、国への報告

義務を負います。
財政再生基準……基準を超えると財政再生計画の策定が義務付けられ、事実上総務大

臣の同意を得なければなりません。

■財政健全化指標�
指　　　標 令和５年度

決　算
令和４年度
決算 比較増減 早期健全化

基　準
財政再生
基　準

健
全
化
判
断
比
率

①実質赤字比率 ―% ―% ―% 15.0% 20.0%
②連結実質赤字比率 ―% ―% ―% 20.0% 40.0%
③実質公債費比率 4.0% 3.2% 0.8% 25.0% 35.0%
④将来負担比率 ―% ―% ―% 350.0%

指　標 会　計　名 令和５年度
決　算

令和４年度
決　算 比較増減 経営健全化

基　準

⑤資金不足比率 簡易水道特別会計 ―% ―% ―% 20.0%
集落排水事業特別会計 ―% ―% ―% 20.0%
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３　寄附をいただいた皆様
　令和５年度において寄付をいただいた皆様のお名前
は、只見町公式ホームページにおいて公表させていた
だきます。

只見町公式ホームページ（ふるさと納税関連ページ）

➡https://www.town.tadami.lg.jp/
� furusato/index.html

　令和４年度以前にいただいた寄附金につきましては、令和５年度において８，９９７，７８１円を以下の
とおり活用させていただきました。

【令和５年度　実施事業の概要】

延件数 寄附合計額
令和５年度　寄附状況 1,249件 25,641,319円

【内訳】�
寄附件数 寄附金額

（１）自然と共生するまちづくりに関する事業（自然保護、雪と共存、等） 311件 4,764,000円

（２）住みやすいまちづくりに関する事業（教育、子育て、高齢者福祉、等） 186件 4,338,000円

（３）働きがいのあるまちづくりに関する事業（農林水産業・観光商工業の振興、等） 74件 932,000円

（４）ＪＲ只見線の復旧・復興・利用促進に関する事業 402件 6,021,319円

（５）その他の事業 23件 336,000円

（６）指定なし 253件 9,250,000円

　令和５年度の「自然首都・只見」応援基金は、只見町が目指す「まちづくり」にご賛同いただいた皆
様から多くの寄附をいただき、下記のとおり活用いたしましたので報告させていただきます。

１　寄附状況について

２　寄附金の使途

「自然首都・只見」応援基金　事業報告

項　　　目 事　業　概　要 事業費
自然と共生するまちづくり
に関する事業 学術調査研究助成事業、等 ２,８５９,６９５円

働きがいのあるまちづくり
に関する事業 新規参入農業者育成事業 ７４１,３４７円

ＪR只見線の復旧・復興利用
促進に関する事業 ＪＲ只見線利用促進実行委員会補助金、等 ４,７６８,１３５円

その他の事業 小・中学校図書整備事業（只見あしながおじさん事業）等 ６２８,６０４円

▲「自然首都・只見」学術調査助成事業成果発表会

【寄付金を活用した事業例】

令和５年度
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　町では、ふるさと納税制度による町への寄附促進と、地元特産品のＰＲ、販売促進等に伴う地元事業
者の活性化を図るため、寄附者へのお礼の品を贈呈する商品やサービスを提供する事業者（以下「協力
事業者という。）を募集しています。

⑴　各種法規則、条例等に沿った生産・製造を行っていること。
⑵　本社（本店）、支社（支店）、事業所、工場等が町内にある企業、団体又は個人事業者であること。
⑶　代表者等が、暴力団による不当な行為の防止等に関する法律に掲げる暴力団の構成員でないこと。
⑷　町税等を滞納していないこと。
⑸　個人情報を取り扱う場合、十分に留意いただけること。

⑴　次の条件を全て満たしている商品等を募集します。
　①　町の魅力が体感できる商品、町のＰＲにつながる要素を持った商品であること。
　②　次のいずれかに該当していること。
　　ア　町内で生産、製造、加工されており、町内で販売されているもの
　　イ　町内の原材料を使用しており、町内で販売されているもの
　③　品質及び数量の面において安定供給が見込めること。
　　※ただし、期間限定・数量限定で供給可能なものも取り扱う。
　④　飲食物の場合は、原則出荷後７日程度の賞味期限が保障されること。
⑵　寄附金額の設定は、お礼の品の価格により決定します。

⑴　町ホームページ、ふるさと納税ポータルサイトのホームページにお礼の品の画像、商品名、事業
者名等を掲載します。

⑵　お礼の品発送時に、自社製品等のパンフレットを同封していただくことで、自社製品の販売促進、
ＰＲが可能です。

随時募集しています。

役場交流推進課商工労働係に、電話でお申し込みください。
手続き等についてご案内します。

〒９６８－０４２１　只見町大字只見字町下２５９１－３０　只見町役場交流推進課商工労働係
ＴＥＬ ０２４１－８２－５２４０

◯募集の要件

◯募集するお礼の品

◯協力事業者のメリット

◯申込期間

◯申込方法

◯申込み・問合せ先

協力事業者を募集しています
ふるさと納税のお礼の品を提供する
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　町職員の給与は、国や県の勧告を基に町議会の議決を得て条例に基づき支給されています。
　今月は、町民の皆さんに一層のご理解をいただくため、そのあらましをお知らせします。
　この公表は、只見町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例によります。

令和５年度　人事行政運営等の状況

（１）人件費の状況（令和５年度一般会計決算）

区　分 歳出額
Ａ（千円）

人件費
Ｂ（千円）

職員給与
Ｃ（千円）

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

令和５年度 5,864,790 998,273 612,187 17.02％ 10.44％
㊟この表は町財政（歳出額）に占める人件費・職員給与費の割合を示しています。人件費（Ｂ）には常勤・非常勤の特別職、議員等に支給される

給料、報酬などを含みます。職員給与費（Ｃ）は、人件費の内一般職員の基本給（給料、扶養手当）及びその他の手当（期末・勤勉手当、時間外
勤務手当等）の支給額で、地方公務員共済組合負担金、退職手当負担金を除いたものです。

（２）職員（一般行政職）の平均給料月額及び平均年齢の状況
区　　分 平均給料月額 平均年齢
令和４年度 312,776円 41.4歳
令和５年度 312,710円 41.0歳

（３）職員（一般行政職）の初任給の状況
区　　分 高校卒 大学卒

令和４年度 157,900円 189,500円
令和５年度 169,900円 200,500円

（４）行政職の級別職員数の状況（令和５年４月１日現在：一般事務職【税務職、福祉職除く】）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計標準的な
職　　名

主事・　
主事補等 副主査等 主任主査

・主査等 副課長等 課 長 等 参　　事

職 員 数 15人 5人 25人 9人 １3人 1人 68人
構 成 比 22.0％ 7.4％ 36.8％ 13.2％ 19.1％ 1.5% 100％

㊟行政職員の給料は職務の責任の度合いに応じて６級に分かれています。（平成１８年４月改定）

（５）職員の手当の状況（令和５年４月１日）
区　分 期末手当 勤勉手当
６月期 1.200月分 0.975月分

１２月期 1.250月分 1.025月分
計 2.450月分 2.000月分

（６）特別職の報酬などの状況
区　分 職 給料・報酬

（月額）
期末手当

（支給割合）

給　料
町　長 ６７７，７００円 •６月期

　1.625月分

•１２月期
　1.675月分

計3.3月分

副町長 ５４１，８００円
教育長 ５１４，８００円

報　酬
議　長 ２７０，９００円
副議長 ２０９，７００円
議　員 １８９，９００円

（７）職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
①一般職員の勤務時間の状況および有給休暇取得状況
正規の勤務時間
（１週間）

正規の勤務時間
（１日） 勤務開始時間 勤務終了時間 休憩時間 有 休 休 暇

平均取得日数
有休休暇
取 得 率

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 12時00分～
13時00分　 12.7日 34.5％

※有給休暇平均取得日数および有給休暇消化率は、令和５年1月1日から令和５年12月31日までのものです。

②職員の休暇

休暇の種類 年次（有休）
主な特別休暇

結婚 産前産後 妻の出産 子育て 忌引 夏季

付与日数 1年に20日※ 7日以内 産前8週間、
産後8週間　 2日以内

7日以内
（2人以上の場合

　10日以内　）
続柄により
1日～10日 5日以内

※20日を超えない範囲内の残日数は、翌年に繰り越し可能です。
　令和５年度中の育児休業取得職員…２人
　令和５年度中の介護休暇取得職員…０人
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（８）職員の任免と職員数に関する状況
①採用職員と退職職員

区　　分 採用者数（A） 退職者数（B） （A）－（B）
一 般 行 政 職 8人 1人 7人
保 育 士 0人 0人 0人
保健師・看護師 1人 0人 1人
医 師 0人 0人 0人
合 計 9人 1人 8人

※採用者は令和５年４月１日付け新規採用者です。（短時間再任用は除く。）
※退職者は令和５年４月１日から令和６年３月31日までの退職者です。

②部門別職員数（各年度４月１日現在）

区　分

種　別 一　般　行　政　部　門 特別
行政 公営企業部門

合計
部　門

議

会

総

務

税

務

民

生

衛

生

農

林

商

工

土

木

教

育

病

院

水

道

下
水
道

そ
の
他

職員数
令和４年度 ２ 30 3 16 4 6 7 2 8 17 1 1 5 １０２
令和５年度 ２ 26 3 16 4 8 6 3 16 14 1 1 5 105

４年度：５年度
比　較　増　減 △4 2 △1 1 8 △3

㊟部門区分は、国の定員管理調査基準による区分です。

（９）職員の服務の状況
営利企業等従事許可

承認件数 25件
職務専念義務免除

承認件数 １04件
免除事由 各種検診受診、消防団活動など

（10）職員の研修と勤務成績の評定の状況
①研修開催状況

件　　数 参加者数
１8回 延べ１63人

②勤務成績の評定の状況
　各職員の年１回の昇給時期に勤務成績の評定を行っ
ております。

（11）職員の福祉と利益の保護の状況
①職員の健康の保持増進対策

種　　類 受診者数
生活習慣病健診 79人
人 間 ド ッ ク 62人
その他の検診 延べ72名

②公務災害等の発生状況……１件

（12）勤務条件に関する措置の要求の状況… ………なし

（13）不利益処分に関する不服申立ての状況… ……なし

（14）職員の分限及び懲戒処分の状況
分限処分者数 懲戒処分者数

免職 休職 降任 降級 合計 免職 停職 減給 戒告 合計
０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
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文化に根づく人づくりと学び続けるまちづくり

只見町文化祭が変わります
　只見町文化祭は第５０回の終了を節目に、より多くの町民の皆さんが主体的に参加しやすい文化祭とな
るよう検討が進められてきました。　
　そして、第５１回となる今回から文化祭は、期間を延長し、「文化月間」、「文化祭期間」となります。
期間を延長することで、文化活動の成果品の展示などへの意欲的な参加の他、より多くの方が伝統文化に
触れる機会を設けます。
　１０月１２日から１１月１０日を文化月間とし、町内小学校の学習発表会や中学校の紅葉祭、只見町
文化協会の芸能発表会など期間中に行われる文化行事と共催します。
　１０月３０日から１１月４日を文化祭期間とし、絵画や写真、生花、デジタルアートなど芸術文化作品
展示や、伝承産品展示などを行います。
　小中学校の行事も一般の方の観覧が可能です。ぜひ、ご来場ください。

文化月間　開催イベント
日　程 時　　間 行事名（または内容） 会　　場

10月12日（土） 午前８時３０分～１１時 朝日小学校学習発表会 朝日小学校
10月12日（土） 午前８時３０分～１１時１０分 明和小学校学習発表会 明和小学校
10月19日（土） 午前８時４０分～午後４時 只見中学校紅葉祭 只見中学校
10月26日（土） 午前８時４５分～１０時３０分 只見小学校学習発表会 只見小学校
11月　2日（土） 午前９時 開場　　１０時 上映 ハロウィン映画まつり 明和公民館
11月　4日（月） 午前８時３０分～午後３時３０分 バスツアー（土木遺産編）
11月　7日（木） 午前９時１５分～１１時４５分 只見町小中学校音楽祭 只見中学校
11月10日（日） 正午～午後４時３０分 文化協会芸能発表会 季の郷湯ら里

文化月間中 各種公民館講座等 各公民館

文化祭期間
期　間 内　　容 場　所

10月30日（水）～11月4日（月・祝）
文化・芸術作品展示
伝承産品紹介
町内SDGｓ取組み紹介　等

只見公民館

文 化 の 日
日　時 内　　容

11月3日（日・祝）
・ただみ・ブナと川のミュージアム、ふるさと館田子倉、河井継之助記念館の無料開放
・文化講演会（午後１時３０分～３時）
・民話茶屋（午前１０時～１１時３０分）
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方
部
を
つ
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生
の
演
劇
に
触
れ
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を
育
て
る

た
に
ぞ
う
氏
に
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子
育
て
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演
会

「
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ー
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グ
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リ
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ー
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庭
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」開
演

『
た
に
ぞ
う
の
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楽
し
い

子
育
て
の
コ
ツ
」』
開
催

▲自然豊かな場所での生活を体験したいと訪れた森さん
（写真左）

▲この事業には、「自然首都・只見」応援基金（皆様からい
ただいた寄附）を活用しています

▲講師を務めた「たにぞう氏」

▲講師のミゲル氏（右）と逐次通訳を務めた松田裕之博士（横
浜国立大学）

　

只
見
町
は
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
」
制
度
の
実
施
団
体
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
主
に
都
市
部

の
学
生
や
社
会
人
が
、
一
定
期
間
、
地
域

に
滞
在
し
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働
い
て
収
入
を
得
な
が
ら
、
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域
の
自
然
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化
を
体
験
す
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も
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で
、
交
流
人
口
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移
住
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か
け
づ
く
り
を
目
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と
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て
い
ま
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。

　

町
内
に
お
い
て
、８
月
末
頃
か
ら
、徐
々

に
活
用
者
が
訪
れ
、
町
内
で
仕
事
を
し
た

り
、
地
元
民
と
交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

見
か
け
た
際
に
は
、
温
か
く
迎
え
て
く
だ

さ
い
。

　
「
劇
団
芸
優
座
」
に
よ
る
「
角 

～
い
じ

め
っ
こ
姫
の
物
語
」
が
９
月
18
日
に
朝
日

小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
、
町
内
保
育
所

園
児
や
小
学
校
児
童
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
わ
が
ま
ま
で

意
地
悪
な
お
姫
様
が
、
生
活
環
境
の
変
化

や
、
出
会
い
な
ど
を
通
し
て
、
誰
か
の
た

め
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
く

物
語
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す
。

　

鑑
賞
し
た
児
童
た
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は
、「
意
地
悪
な

ど
の
悪
い
こ
と
も
自
分
に
返
っ
て
く
る
か

ら
、
気
を
付
け
た
い
で
す
」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

　
「
バ
ス
に
の
っ
て
」
や
「
ブ
ン
バ
・
ボ
ー

ン
」
の
作
詞
・
振
付
の
他
、「
只
見
の
空
」

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
「
た
に
ぞ
う
氏
」

に
よ
る
講
演
会
『
た
に
ぞ
う
の
「
楽
し
い

子
育
て
の
コ
ツ
」』
が
９
月
21
日
に
只
見

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
講
演
会
で
た
に
ぞ
う
氏
は

「
子
ど
も
に
対
し
、
質
問
攻
め
に
す
る
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
が
自
分
か
ら
話
し
た

く
な
る
よ
う
な
話
し
方
を
す
る
」、「
子
ど

も
の
気
持
ち
に
共
感
す
る
寄
り
添
う
一
言

が
大
切
」
と
子
育
て
の
コ
ツ
を
伝
え
ま
し

た
。

　

第
２
部
の
ミ
ニ
音
楽
会
で
は
、「
只
見

の
空
」
な
ど
を
た
に
ぞ
う
氏
が
演
奏
し
、

曲
に
合
わ
せ
て
来
場
者
が
全
員
で
踊
っ
た

り
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と

ユ
ネ
ス
コ
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
：
持
続
可
能
な
開

発
と
自
然
保
護
と
の
関
連
性
」
が
９
月
７

日
に
朝
日
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
ミ
ゲ
ル
・
ク
リ
ュ
ス
ナ
ー
・
ゴ

ッ
ド
氏
（
元
ユ
ネ
ス
コ
生
態
地
球
科
学
部

長
、元
ユ
ネ
ス
コ
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
事
務
局
長
）

が
務
め
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
目
指
す

も
の
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
す

る
理
由
な
ど
を
世
界
各
国
の
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
の
活
動
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し

ま
し
た
。

元
ユ
ネ
ス
コ
生
態
地
球
科
学
部
長

ミ
ゲ
ル
氏
来
町

海
外
交
流
特
別
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

スポーツの秋　体を動かし、交流を深める

各地区運動会&町内保育所運動会開催
　町内各地区で運動会（只見：只見地区いきいき健康づくりフェスタ、朝日：朝日ふれあい運動会、明和：明
和地区町民大運動会）が９月１５日に開かれ、競技を通して住民同士の交流を深めました。
　また、町内三保育所の運動会が開かれ、保護者や祖父母、地域の皆さんの声援を受けて、保育所児童が精一
杯自分の競技を頑張りました。

只見地区いきいき健康づくりフェスタ

朝日保育所（９月２６日）

明和地区町民大運動会

朝日ふれあい運動会

明和保育所（９月２７日）

只見保育所（９月２５日）

各地区運動会&町内保育所運動会開催
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

昨今の免許取得事情にも対応
第３分団第２機動班
消防ポンプ車更新

一戦必勝を誓う選手を激励
市町村対抗県野球・ソフトボール
只見町チーム激励会

インターンシップの学生も手を振りました
SATONOが只見線に入線

　ＪＲ東日本が所有する観光列車「ＳＡＴＯ
ＮＯ（さとの）」が８月２３日に只見線に入線
し、会津若松駅～只見駅間を運行しました。
　当日の只見駅には、町民や列車ファンの他
に、只見町でインターンシップ活動を行って
いる埼玉工業大学の学生が集まり、お出迎え、
お見送りをしました。
　紅葉シーズンの只見線は、臨時列車や特別
列車が走る機会が増えますので、見かけた際
にはぜひ手を振って歓迎してください。

　第３分団第２機動班の消防ポンプ車が更新に
なりました。
　昨今の「ＡＴ限定免許」取得者が拡大傾向に
あることも考慮し、今回更新された消防ポンプ
車はＡＴ（オートマチックトランスミッション）
仕様となっております。

　市町村対抗福島県軟式野球・ソフトボール
大会に出場する只見町チームの激励会が９月
２日に開かれ、両チームの監督と野球チーム
の主将が出席しました。
　激励会では、鈴木スポーツ協会長のあいさ
つの後、両チームの監督は「只見町の野球熱
を絶やさぬよう一戦必勝の気持ちで戦ってき
ます」と話しました。最後に渡部町長から、
「スポーツ少年団を始め、子どもたちに、皆
さんの頑張りが受け継がれていると感じてい
ます。最後まで諦めずに頑張ってきてくださ
い」と激励の言葉が送られました。

▲只見駅に到着したSATONOに手を振る皆さん

▲納車されたポンプ車

▲激励会で士気を高めた両チーム（中央左：馬場秀明ソフトボールチー
ム監督、中央右：目黒貴裕野球チーム監督、右から２番目：横山大野球
チーム主将）
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

９月かるがもクラブ　十五夜を楽しみました

豊作祈願の秋まつり
町内各地で
祭礼行事が行われました

　豊作祈願の秋まつりが、９月５日に町内の各地で行わ
れ、のぼり旗やお神輿などで賑わいました。
　沖・宮前まつりでは、子ども神輿が威勢よく繰り出し、
集落内を盛り上げました。
　また、明和地区祭礼ソフトボール大会が９月８日に開
催され、４チームが出場しました。試合は総当たり戦で
行われ、坂田チームが優勝しました。

　かるがもクラブが９月２０日に行われ、５組
の親子が参加しました。
　今回のかるがもクラブは、身体あそびの後、
壁に掛けられた三方の絵にお月見団子に見立て
た袋を飾り付けたり、野菜などのおもちゃをお
供えするなど、親子で十五夜の雰囲気を感じる
ことができました。

▲お神輿を一生懸命に担ぐ子どもたち

▲熱い試合が繰り広げられました

▲参加者と民生児童委員の皆さんでお月見団子の前で
　記念撮影をしました

▲始めに身体あそびで親子のスキンシップを行いました

▲優勝した坂田チーム

▲お月見団子を飾り付ける参加者
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

関東地域の子どもたちが只見の自然を体験
只見町キッズスポーツ体験＆交流イベント

田んぼの生き物や農業について学びました
只見小学校「水の郷学習会 in 只見」開催

長年の功績が称えられました
五十嵐拓さんが
旭日単光章を受章

　元只見町議会議員の五十嵐拓さん（黒谷）が高齢者叙勲
（旭日単光章）を受章され、９月５日に伝達が行われました。
　五十嵐さんは、只見町議会議員を平成１２年４月から平
成２４年４月までの通算３期１２年にわたり務め上げ、地
方自治の振興、発展に寄与されました。また、平成２２年
４月から平成２４年４月までの２年間は只見町議会議長と
して、円滑な議会運営に尽力されました。

　関東地域（東京・埼玉）の小学生がスポー
ツや自然体験に只見町を訪れる「只見町キッ
ズスポーツ体験＆交流イベント」が９月２１
日から２３日に開かれました。関東地域から
の子どもたちと町内参加の子どもたちを合わ
せ、約２０人が参加しました。
　イベントでは、多目的活性化広場（亀岡）
で目一杯体を動かしたり、布沢地内のビオト
ープで自然に触れたりしました。また、特別
講師に元東京ヤクルトスワローズ投手の矢野
和哉氏が参加し、子どもたちは、充実した３
日間を過ごしました。

　只見町土地改良区主催の「水の郷学習会 in
只見」が９月１３日に開催され、只見小学校
の全校生徒が滝神社付近の休耕田で水生生物
の調査をしました。また、５、６年生はほ場
整備について福島県や土地改良区、ほ場整備
推進委員長から話を聞きました。
　今回の調査ではアクアマリンふくしまから
講師をお招きし、子どもたちが見つけた２０
種類以上の生き物について解説していただき
ました。
　子どもたちは「只見町にたくさんの生き物
がいることが分かりました」と話しました。

▲高齢者叙勲を受けた五十嵐さん

▲矢野氏からボールの投げ方を教わる子どもたち

▲休耕田に入り、生き物を探す子どもたち
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

献血回数７０回以上の功績を称える
島谷裕彦さん
銀色有功章を受章

自分たちの集落は、自分達で守る　布沢自主防災組織が発足

福島県農業十傑に選ばれる
佐藤泉太さん　福島県農業賞　受賞

　第６５回福島県農業賞（農業十傑）表彰式は９月
２日に行われ、町内から佐藤泉太さん（入叶津）が
農業経営改善部門に選ばれました。
　只見町産米の認知度を向上し、地域農業の維持に
つなげたいとの思いから自家産米をつかったどぶろ
く製造に取り組んでいることや、各地の物産展への
出展などを通して町のＰＲを積極的に行っているこ
とが今回の受賞に繋がりました。
　佐藤さんは、「皆さんの協力があっていただけた
賞です。皆さんに感謝するとともに、これからも応
援をお願いします」と話しました。

　島谷裕彦さん（黒沢）が、献血回数７０回に到達した方に送ら
れる「銀色有功章」を受章し、日本赤十字社から表彰状と記念品
のガラス杯が送られました。
　日本赤十字社は、継続的に献血へご協力された方へ感謝とその
功労に対して、表彰（顕彰）を行っています。献血回数の確認は
献血カードまたは献血アプリで確認できます。
　町内では、年に２回、献血車での献血が行われています。次は
１０月２３日（水）を予定しています。ご協力お願いします。

　布沢集落は自主防災組織を編成
し、発足式が９月２３日に、布沢
地内川の広場で行われました。
　布沢集落は集落外での就労者が
多く、平日は集落内の消防団員が
一人もいない状態になり、有事の
際に迅速な対応をするために自主
防災組織を編成しました。
　当日は、発足式の他、万が一の
有事に備えた消防ポンプの実技訓
練が行われました。

▲受賞報告をした佐藤さん

▲銀色有功章を受章した島谷さん

▲消防団員からポンプの使い方を教わる住民
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　「ネイチャーポジティブ」は、「2020年を基準として、2030年までに自然が損なわれるような
ことを食い止め、回復させ、2050年までに完全な回復を達成し、自然と共生する社会を実現する」
という世界的な社会目標です。この目標を達成させるには、個人、企業、地方公共団体等をはじめとす
るさまざまな人たちが協力する必要があります。そのため、環境省は、ネイチャーポジティブの実現に
向けた第一歩として、「ネイチャーポジティブ宣言」を表明してもらうよう呼びかけています。
　人と自然が共生する世界のモデル地域であるユネスコエコパークとなっている只見町もネイチャーポ
ジティブの考え方に賛同、協力し、この実現を目指していきたいと考えています。只見ユネスコエコパ
ーク登録10周年を迎えた今年、「ネイチャーポジティブ宣言」を発出し、人と自然が共に豊かに暮らす
地域づくりをより力強く進めていきます。

「ネイチャーポジティブ」をみんなで達成させながら、
豊かな地域社会を実現する

「だいだらポジー
� （DAIDARAPOSIE）」
環境省が作成したネイチャーポジ
ティブのイメージキャラクター。

「ネイチャーポジティブ」をみんなで達成させながら、
豊かな地域社会を実現する

只見ユネスコエコパーク登録１０周年記念事業
◯日　時　令和６年１１月４日（月・振休）午後１時から
◯場　所　季の郷湯ら里　ゆきつばき
◯内　容　◦記念上映会
　　　　　　映画「越後奥三面 ー山に生かされた日々」
　　　　　◦記念式典、ネイチャーポジティブ宣言

　高齢者が運転する自動車事故の防止及び事故被害の軽減を図るために、自動車の急発進
抑制装置を取り付ける費用に対して、補助金を交付します。

○補助対象者
・町内に住所を有し、６５歳以上であること
・申請日において有効期限内の自動車運転免許証を保有していること
○補助対象経費
・国土交通省が認定した後付けのペダル踏み間違い急発進抑制装置で、交付決定後に
当該装置を購入及び設置するのに要した経費

○補助金の額
・補助対象経費の２分の１（上限２０，０００円）

　詳細については、町民生活課生活安全係（電話：０２４１−８２−５１００）までご連
絡ください。

自動車急発進抑制装置設置に補助が出ます
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３
、
応
募
方
法

　

郵
便
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー

ル
に
て
防
火
標
語
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
必
ず
明
記
の
上
、
左
記
宛
て
に
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
点

数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
郵
便
は
が
き
又
は
FAX
か
ら
応
募
】

〒
９
６
７
－
０
０
０
４

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西
上

川
原
乙
65　

南
会
津
地
方
広
域
消

防
本
部
内
南
会
津
消
防
設
備
協
会

「
防
火
標
語
」
係

FAX
０
２
４
１
－
63
－
３
１
１
４

【
電
子
メ
ー
ル
か
ら
応
募
】

bouka-hyougo@
m
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iaizu-
kouiki.jp

【
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ち
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募
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】

南
会
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広
域
消
防
署
、
伊
南
出
張

所
、
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出
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出
張
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檜
枝
岐
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彰
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優
秀
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品
）�

１
点

南
会
津
地
方
纏
会
会
長
賞�

１
点

優
秀
賞�

８
点

５
、
発　
表

　

12
月
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旬
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新
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よ
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。
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が
あ
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選
と
な
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。

〇
最
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秀
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、
１
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南
会
津

地
方
統
一
防
火
標
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い
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す
。

〇
作
品
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す
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標
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と
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に
応
募
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の
氏
名
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住

町
村
を
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載
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し
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す
。

〇
応
募
で
取
得
し
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個
人
情
報
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厳

正
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管
理
し
、
目
的
外
に
使
用
す

る
こ
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は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
、
問
合
せ
先

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
予
防
課
内　

南
会
津
消

防
設
備
協
会
事
務
局

☎
０
２
４
１
－
63
－
３
１
１
７

電話番号

税

今
月
の
納
期

10
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見制度利用促進室
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
　薪エネルギー推進室
� ☎82-5230
交流推進課
　観光係　商工労働係
� ☎82-5240
　移住交流係
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）

� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
只見保育所� ☎82-2219
朝日保育所� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111

●
固
定
資
産
税
（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
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（
４
期
）
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農
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排
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10
月
分
）
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介
護
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４
期
）
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後
期
高
齢
者
保
険
料
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３
期
）

お
知
ら
せ

「
第
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防
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標
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」募
集

年
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方
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火
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③
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④
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法
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催
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税
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１
－
62
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１
２
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９

むし歯のない子

渡
わた

部
なべ

 葵
あお

晴
は

さん鈴
すず

木
き

 和
わ

玖
く

くん目
め

黒
ぐろ

 日
ひ

毬
まり

さん目
め

黒
ぐろ

 平
たいら

くん
（只見）（只見）（長浜）（黒谷）

むし歯のない子 ９月17日 ３歳児検診
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只見町長　渡部　勇夫

広報ただみ町長室

町長スケジュール〈9月分〉

◆
今
月
号
の
表
紙
の
写
真
が
心
か
ら
の
喜

び
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
弾
け
る
笑
顔
、
そ
し

て
そ
れ
を
見
て
い
る
私
た
ち
大
人
も
自

然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
１
日
の
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線

運
転
再
開
１
周
年
記
念
式
典
に
お
披
露

目
さ
れ
た
「
只
見
の
空
」
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
い
た
「
た
に
ぞ
う
さ
ん
」
を
再

度
只
見
町
に
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

楽
し
い
歌
や
ダ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、

自
ら
も
保
育
士
で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

の
番
組
づ
く
り
に
長
年
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
ご
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
愛
情
に

満
ち
た
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

只
見
町
は
来
年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も

園
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

保
護
者
や
関
係
者
の
方
々
と
の
話
し

合
い
も
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
、
回
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
先
ほ
ど
来
、
紙
面

に
登
場
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
た
に

ぞ
う
さ
ん
」
や
郡
山
市
の
小
児
科
の
先

生
、
本
宮
市
に
あ
る
認
定
こ
ど
も
園
の

先
生
方
な
ど
、
す
で
に
多
く
の
方
々
か

ら
ご
指
導
や
施
設
見
学
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
で
健
康
面
と
共
に
社

会
性
や
情
緒
性
を
育
み
、
小
学
校
の
学

び
へ
と
繋
が
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
秋
晴
れ
の
も
と
「
明
和
地
区
町
民
大
運

動
会
」、「
朝
日
ふ
れ
あ
い
運
動
会
」
そ

し
て
「
只
見
地
区
い
き
い
き
健
康
づ
く

り
フ
ェ
ス
タ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

明
和
地
区
で
は
各
集
落
等
の
入
場
行

進
の
後
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
し

て
い
る
大
谷
翔
平
選
手
ご
夫
妻（
仮
装
）

の
聖
火
入
場
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

朝
日
地
区
で
は
「
只
見
学
」
か
ら
問

題
が
出
題
さ
れ
、
回
答
す
る
際
は
○
と

×
の
ス
ペ
ー
ス
に
参
加
者
が
移
動
す
る

と
い
う
方
式
で
、
運
動
し
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が

ら
私
は
途
中
で
間
違
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
大
い
に
反
省
し
ま
し
た
。

　

只
見
地
区
は
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
に
繋
が
る
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
距
離
感
が
本
当

に
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

従
来
の
町
民
運
動
会
と
同
様
の
競
技

や
新
た
な
取
り
組
み
、
ア
レ
ン
ジ
し
た

も
の
等
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
頼
も
し

か
っ
た
の
が
、
中
学
生
、
高
校
生
が
主

体
的
に
運
営
に
参
加
し
て
い
る
姿
で
し

た
。

　

只
見
地
区
地
域
づ
く
り
委
員
会
、
朝

日
地
区
地
域
づ
く
り
委
員
会
、
明
和
自

治
振
興
会
は
じ
め
す
べ
て
の
関
係
者
、

参
加
者
の
皆
様
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　

そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　２日　辞令交付式、あいせき列車只見線実行委
員会坂内氏来庁、福島県市町村対抗軟式
野球大会・同ソフトボール大会只見町選
手団激励会

　３日　南会津地方振興局長来庁、モンベル会長
とのオンライン会議

　４日　一般質問検討庁議
　５日　五十嵐拓氏叙勲伝達式
　６日　佐藤泉太氏福島県農業賞受賞報告来庁
　７日　只見ユネスコエコパーク海外交流特別セ

ミナー
　９日　㈱ＮＴＴデータフィナンシャルテクノロ

ジー菅家氏来庁、電源開発㈱東日本支店
長補佐来庁

１０日　只見町議会９月会議（～２０日）

１５日　明和地区町民大運動会、朝日ふれあい運
動会、只見地区いきいき健康づくりフェ
スタ

１９日　福島民報社編集局報道部長他懇談
２０日　臨時庁議
２１日　只見カップビーチバレー大会、只見町子

育て講演会
２４日　辞令交付式
２６日　東北電力ネットワーク福島支社長来庁
２７日　東環グループ創立５０周年記念式典（郡

山市）
２８日　自然首都・只見水の郷うまいもんまつり
２９日　九尾まつり・那須町町制施行７０周年記

念セレモニー（栃木県那須町）
３０日　国道２８９号線建設期成同盟会地方要望

（新潟県新潟市、長岡市）
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
９
月
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
運
動
会
、

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
、
ま
さ
に

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
う
行
事
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
し
た
。
身
体
を
動
か
す
だ
け

で
な
く
、
世
代
や
集
落
、
地
域
を
越
え

て
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

▽
朝
晩
は
グ
ッ
と
冷
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
仕
事
前
に
朝
の
涼
し
い
空
気

を
吸
い
込
む
と
、
気
持
ち
も
体
も
シ
ャ

キ
ッ
と
す
る
気
が
し
ま
す
。

▽
体
調
も
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
皆
様
も
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

�

（
小
林
）

（8月26日～9月25日届出分）敬称略

転入　１０　転出　３　出生　０　死亡　１０

令和６年９月１日現在
人　　口　３，５７３（－３）
　 男 　　１，７７１（＋４）
　 女 　　１，８０２（－７）
世 帯 数　１，５２８（－２）
高齢化率　　　　４８．９％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

■おくやみ申し上げます
藤　井　京　子　　78歳　　塩　沢
馬　場　英　幸　　39歳　　蒲　生
堀　金　里　江　　97歳　　福　井
齋　藤　　　齊　　96歳　　亀　岡
吉　津　憲　二　　86歳　　長　浜
　家　　　東　　97歳　　只　見

☆バリ山行

☆胎内記憶図鑑〈２〉宇宙編

� 【著】松永Ｋ三蔵（講談社）
　第171回芥川賞受賞作。古
くなった建外装修繕を専門とす
る新田テック建装に、内装リフ
ォーム会社から転職して２年。
会社の付き合いを極力避けてき
た波多は同僚に誘われるまま六
甲山登山に参加する。その後、
社内登山グループは正式な登山

部となり、波多も親睦を図る目的の気楽な活動をす
るようになっていたが、職人気質で職場で変人扱い
され孤立しているベテラン社員妻鹿があえて登山路
を外れる難易度の高い登山「バリ山行」をしている
ことを知ると……。
　会社も人生も山あり谷あり、バリの達人と危険な
道行き。圧倒的生の実感を求め、山と人生を重ねて
瞑走する純文山岳小説。

�【著】のぶみ（東京ニュース通信社）
　『胎内記憶図鑑』から2年、待
望の続編『胎内記憶図鑑２ 宇宙
編』が登場。
　前回、6000人もの胎内記
憶を持つ子どもたちへのインタ
ビューから見えてきた未知なる
胎内記憶の世界を鮮明に描き出

し、大きな反響を呼んだ。
　今回の続編は、絵本作家のぶみのSNSを通じて
1日100通以上も寄せられる、胎内記憶を持つ子ど
もたちの証言から見えてきた変化と、産婦人科医・池
川 明の最新研究による「進化した胎内記憶の世界」
の最新情報から生まれた新たな謎をひも解いていく。
　子どもたちが予知する未来とは何か？

只見公民館

図書紹介
只見公民館図書室

☎82－2141

○只見公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。
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森の四季Vol.174

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

� （写真・文　太田祥作）ビンズイ　（学名：Anthus hodgsoni）
【スズメ目セキレイ科】

　ビンズイはセキレイの仲間で、胸の黒く縦長に伸びた斑
まだら

模
も

様
よう

（縦
じゅうはん

斑）や、目の上の白い眉の
ような模様（眉

び

斑
はん

）が特徴です。和
わ

名
めい

は、鳴き声を「ビンビンツイツイ」と文字に置き換えた
ことに由来します。水辺を好む種が多いセキレイとしては珍しく、草原や疎

まば

らな林を好みます。
また、他のセキレイとは異なり樹上にもよくとまります。
　只見町において、ビンズイは秋に観察できることから「旅

たび

鳥
どり

」に区分されます。「旅鳥」とは、
春・秋に見られる渡り鳥のことです。国内のビンズイの季節移動は、繁殖のため本州中部より
北の冷涼な地域で夏を過ごし、冬は本州より南の温

おん

暖
だん

な低地で越冬するというものです。つま
り、町内で見られるビンズイは、只見町より北で子育てを終えた親

おや

鳥
どり

や、夏生まれの幼
よう

鳥
ちょう

が、
暖かな越冬地へと渡る途中で立ち寄り、翼を休めているところなのです。
　ビンズイは町内ですと、川沿いの河

か

畔
はん

林
りん

や、林と接した農
のう

耕
こう

地
ち

に見られ、田んぼ脇
わき

の電線に
とまっていることもあります。また、数羽の群れでいることが多く、一羽見つかれば近くにも
次々と見つかるでしょう。その他、秋に町内で見られる旅鳥として、チュウサギやノゴマ、ノ
ビタキなどが挙げられます。秋ならではの旅鳥の観察はいかがでしょうか。

▲只見町では秋に見られる
　（10月、楢戸にて撮影）

▲夏は高原で繁殖する。
　巣に餌を運ぶ成鳥（7月、山形県にて撮影）

１０月の３連休は下記イベントを開催予定です。ぜひお誘いあわせの上ご参加ください。

只見ユネスコエコパーク特別セミナー
「ブナ林のマストは何？―遺食住から観る生きもののつながり―」
日　時：2024年10月13日（日）13：00～14：30
会　場：只見公民館　1階集会室　　　講　師：箕口　秀夫　博士（新潟大学名誉教授）

秋のブナ林観察会「どんぐりが実り、移動する秋を楽しむ」
日　時：2024年10月14日（月・祝）9：30～12：00
観察地：布沢「癒しの森」
参加費：高校生以上400円、小・中学生300円、
　　　　町内在住の小・中学生、高校生100円
定　員：30名　要事前申込、締切10/12（土）

詳しくは只見町ブナセンター（電話0241－72－8355）までお問い合わせください。

只見町ブナセンターからのお知らせ
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